
『Visual Basic（VB）しか使ったことがないのに，新しい職場

に配属されて，早速PowerPCで動作するリアルタイム処理を

行うプログラム作成の依頼．20μsごとに動作するタスクでこ

のメモリ領域をチェックするプログラムを作成しろ！』などと

言われると，たいていの人は頭を抱えることでしょう．

このような極端な事態にならなくても，C言語を再勉強した

い，x86以外の組み込みプログラムを作りたいといった需要は

たくさんあると思います．

今回の特集は，そのような皆さんに役立ててもらおうという

趣旨です．初心者でも気軽に試すことができるように，わかり

やすく，たくさんのソース・リストを例に説明していきます．

今回はWindows環境でUNIX環境を再現できるCygwinを

使用します（図1）．

Cygwinは，GNUの開発ツールを含む，UNIXのさまざまな

フリー・ソフトウェアをWindowsに移植したものです．

実体はCygwin DLLというライブラリです．これがUNIXの

コマンドとWin32APIの橋渡しをしています．

結果として，大規模なソース・コードの修正なしに，数多く

の重要なUNIXプログラムを容易に移植することが可能になり

ます．

Cygwinは，もともとCygnus Solutions社によって開発およ

び保守がなされていましたが，RedHat社によるCygnus Solu

tions 社の買収に伴い，現在はRedHat 社の製品となっていま

す．CygwinはGPLに従ったオープン・ソースのフリー・ソフ

トウェアです．

動作環境はWindows95/98/Me，Windows NT/2000（Win32

環境）/XPですが，安定した動作が必要ならばNT系を使用す

べきでしょう．

現在はLinuxを入手したりインストールすることが容易であ

るのにもかかわらず，Cygwinを使用することのメリットとし

ては以下のようなものが挙げられます．

● Linuxをインストールするための資源が不足している
Linuxを使うために専用のマシンが用意できる人はともかく，

実験的にまたは学習用に使いたい人は専用のマシンを購入する

余裕がないかもしれません．

また，デュアルブートの設定をややこしいと思う人もいるこ

とでしょう．設定をまちがえると，そのためのツールは誤動作

を起こし，何もブートしなくなることすらあります．Cygwin

ならばそのようなことを考えずにWindowsマシンのハードディ

スクさえ空いていればインストールが可能です．
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図1 Cygwin公式Webサイト（http://sourceware.org/cygwin/）

Linuxで開発と聞いただけで，「めんどうくさい」という思いが頭をよぎる人もいるかもしれない．また，インス
トール自体がめんどくさいと思い込んでいる人もいるかもしれない．しかし，本物のLinuxではないが，Windows
上で簡単に動作させることができるLinuxのような環境があるのだ．しかも無料で． （筆者）
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● Windowsのコマンド・ライン環境を強化できる
たとえばバッチ処理を行いたいと考えても，Windowsのシェ

ルはMS-DOS時代からほぼ変わりません．市販のジョブ・スケ

ジューラを導入してもよいのですが，コストがかかるうえ，慣

れも必要です．そのようなときにUNIX互換のシェルを使用で

きるCygwinを導入することには大きなメリットがあります．

また，SEDなどのスクリプトもWindowsより使いやすいと思

います．

● WindowsでGNUツールを使用できる
Windows上でプログラム開発を行う場合，手軽に開発環境

を手に入れられるわけではありません．そしてメジャーなもの

はC++，Java，BASIC程度です．GNUの開発環境を導入すれ

ば多数の言語に対応できるうえ，手軽に入手可能です．

また，grepやawkを使いたくてもWindows上では「もどき」

であり利便性が薄れます．Cygwinでそれらを利用するのであ

ればUNIX環境とまったく遜色がありません．ツールによって

はWin32環境に移植されていないものも数多くあります．しか

しCygwin環境ならば移植も簡単にできます．

● Windows上で各種OS/CPU用のクロス開発環境が

作成できる
Windows上でそのままクロス開発環境を構築するには，相

当のコストと時間をかけなければなりません．GNUツールの

GCCをカスタマイズすれば楽に構築可能です．

● UNIXアプリケーションをWindowsに移植できる
UNIXアプリケーションをWindows環境に移植しようとす

ると，単純なコンソール・アプリケーションでさえ，APIの違

いやコンパイラの違いで何かと苦労します．Xを使用するもの

に至っては，ほとんど再利用できません．

しかしCygwinの開発環境ならば，一般的にはUNIX上の開

発環境と同様です．Cygwin APIを使えばUNIXのシステム・

コールなども使用することができるので，移植にかかる工数も

削減できます．

それではインストールしてみましょう．前述のWebページ

からダウンロードおよびインストールが可能です．

まず setup.exeをダウンロードします．小さなプログラム

なので一瞬にしてダウンロードできます．ダウンロードした

setup.exeをWindows上で実行します（図2）．

直接インストールするか，一度ローカルに保存するか，ロー

カルからインストールするかを選択できます（この場合ローカ

ルとは自分のPC上のディスクのこと）．

図3のようにネットワーク環境の設定もできます．企業内か

らダウンロードする場合など，プロキシの設定が必要になると

思いますが，「IE5」の環境を使用する，またはすでに使用して

いるのであれば可能なはずです．もちろん，IEが動いていなけ

れば意味はありません．

図4の画面で，どこからダウンロードするかを設定します．

日本国内からの場合は「ringサーバ」経由が良いでしょう．

インストールの速度はネットワーク環境に大きく依存します．

指定したサイト，またダウンロードしているネットワークの速度

でかなり違ってくると思います．現在の筆者の環境は1Mbpsの
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図2 setup.exeを実行した状態 図3 setup.exeの設定（1）

図4 setup.exeの設定（2）

New Products――Philips，携帯端末向けのマルチメディア・プロセッサ「PNX4103」を発売
Philips 社は，マルチメディア・プロセッサNexperia シリーズ「PNX4103」のサンプル出荷を開始した．携帯端末機器向け．最大
10Mピクセルの動画像を扱うことができる．同社のNexperiaセルラー・システム・ソリューションの一部として提供する．




